
    

 

 

 

 

交流と連携、接続、そして一貫へ（小中一貫校をめざして） 

 先日、『幼保こ小連絡協議会』という会議を、東丘小にて実施

しました。 

 北丘と東丘校区にある幼稚園や保育園、そしてこども園の先生

方と『架け橋プログラム』という、今とてもホットなテーマにつ

いて意見交流を行いました。 

さて、『架け橋プログラム』とは以下の通りです。 

子供に関わる大人が立場を越えて連携し、架け橋期（義務教育開始

前後の 5歳児から小学校 1年生の 2年間）にふさわしい主体的・対

話的で深い学びの実現を図り、一人一人の多様性に配慮した上で、

全ての子供に学びや生活の基盤を育むことを目指すもの 

（文部科学省初等中等教育局幼児教育課） 

とはいっても、交流や連携などはこれまでもいろいろな形で行ってき

たのですが、『接続』とは一体なにが違うのでしょうか？ 

 これからめざす『接続』についての話を進めていくと、『こうやってお

互いの活動や学習を知り合うことが本当に重要だと思います』『この

ような機会を大切にして、相互理解を深めていければいいですね』と、

どのグループからもそのような意見が出されました。 

 

 

 

 

 

 

 

同じ週にもう一つ、『小中一貫連携会議』という、今度は八中と北丘

と東丘の教職員が集まり、子どもたちの話を中心に教育の方向性な

ど、様々なことについて意見交流の機会がありました。 

そうなんです！！市長公約として公表されているため、すでにご存じ

の方も多々おられると思いますが、ここ八中校区は3年後の令和8

年度から『〇〇学園』という小中一貫校になることが決まっています。 

『〇〇』の部分は、どんな校名がいつどんな形で決定するのかわかり

ませんが、『（仮）〇〇学園 東丘小学校』が誕生します。 

 

はて？コロナで3年ほど止まってしまった感はありますが、交流や連携

なら、それまで全く行っていなかったわけではなく、八中校区は学校教

育目標や各学年ごとにある３つの約束（あいさつ・時間・言葉づかい）

もすでに同じ。 

しかも、庄内地域に完成した 2つの中学校と3つの小学校が合体 

した施設一体型の庄内さくら学園とは違い、施設が同じになるわけで

はなく、そのまま北丘・東丘ともに学校が残った形で小中一貫の実現

をめざす、施設分離型の記念すべき豊中市第1号となる構想です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

やるからには３年後、『小中一貫になって良かった！』とはいかなく

ても、『確かに何かが変わった！！』と感じることができるよう、一貫校

になったことを子どもたちや保護者の方々、そして地域や我々教職員

も感じることができるメリットの享受やプラスの作用があるような一貫

校づくりを、と考えています。そう考えると、楽しみではあります。 

北丘・東丘校区は、幼保こから小学校、小学校から中学校において

接続し、一貫する。なかなか壮大なテーマで非常にロングランではあ

りますが、その実現に向けて更なる交流・連携・共有を進めていきた

いと思いますので、ご理解と温かなご支援をよろしくお願いします。 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【８月の主な予定】 

２５日（金）始業式     ２９日（火）５時間目：風水害避難訓練 

２８日（月）給食開始  ～３１日（木）４時間授業 （１３：２０下校予定） 

 

学 年 1 2 3 4 5 6 計 

児童数(6/30 現在) 100 101 109 119 89 106 624 

１ 土  

2 日  

3 月 算数タイム  薬物乱用防止教室（6年） 個人懇談１４：００～ 

4 火 図書館ワークショップ（2 年） 個人懇談１４：００～ 

5 水 委員会② 40 分授業（１３：４０下校） 

6 木 東丘タイム  図書館ワークショップ（５年）  個人懇談１４：００～ 

7 金                             ＳＳＷ（１０－１７） 

8 土  

9 日  

10 月 算数タイム     

11 火        

12 水 全校朝会 

13 木 東丘タイム  

14 金 合同あいさつ運動  着衣泳（6年）          ＳＳＷ（１０－１７） 

15 土  

16 日  

17 月 海の日 

18 火 着衣泳予備日（6年生） 

19 水 給食終了 短縮授業（１３：２０下校） 

20 木 終業式・大掃除（１２：２０下校） 

21 金  

22 土  

23 日  

24 月  

25 火  

26 水  

27 木  

28 金  

29 土  

30 日  

31 月  
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７月の行事予定 

 

絶景かな絶景かな🗻 

『よし、今回はこの内容でいこう！』と思ったとき、「そういえば

２０２２年の学校だよりにもこんなことを書いていたな～」と見返

すと、この号と同じく去年の７月号にも絶景を載せていました。 

この時期には不思議と書きたくなる内容なのかもしれません。 

校舎内をウロウロしていると、いろいろな場所に目が留まります。 

自然に生まれた景色なのか、人工的に作り出されたものなのか？ 

今年の７月号も、東丘小の絶景ポイントを紹介します。 

ここには載せきることができなかった絶景⑤・⑥・⑦は学校 HPに、

⑧・⑨・⑩（二桁の大台！）…の登場も熱烈大歓迎です。 

 

 

     

 

 

 

 

 

  

 

元さくら中学校の校長先生 

亀谷先生からの講話 

 

八中校区の教育の方向性を検討 

 

絶景① 

 

絶景② 

 

絶景③ 

 

   絶景④ 

 

 


